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集合𝐷3は「群」となる

𝐷3 = {𝑒, 𝑟1, 𝑟2, 𝑠1, 𝑠2, 𝑠3}は以下の性質を

満たします：

(G0) 𝐷3のどの要素𝑥, 𝑦（重複可）に対しても，
𝑥 ∙ 𝑦はまた𝐷3の要素である。

(G1) 𝐷3のどの要素𝑥, 𝑦, 𝑧（重複可）に対して

も， 𝑥 ∙ 𝑦 ∙ 𝑧 = 𝑥 ∙ (𝑦 ∙ 𝑧) （結合法則）

(G2) 𝐷3の要素𝑒があって，𝐷3のどの要素𝑥
に対しても，𝑒 ∙ 𝑥 = 𝑥 ∙ 𝑒 = 𝑥

(G3) 𝐷3のどの要素𝑥に対しても，
𝑥 ∙ 𝑦 = 𝑦 ∙ 𝑥 = 𝑒となる𝑦が𝐷3内にある。
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正三角形の合同変換は全部で6個あります：

𝑒：何も動かさない（恒等変換という）
𝑟1：点Oを中心とした，左回り120°回転
𝑟2：点Oを中心とした，左回り240°回転
𝑠1：直線ℓ1に関する裏返し
𝑠2：直線ℓ2に関する裏返し
𝑠3：直線ℓ3に関する裏返し

これらをまとめた集合を𝐷3で表します：

𝐷3 = {𝑒, 𝑟1, 𝑟2, 𝑠1, 𝑠2, 𝑠3}

ここで例えば，操作𝑠1のあとに続けて操作𝑟2を
行うことを𝑟2 ∙ 𝑠1と書くことにします。これを操作
𝑠1と操作𝑟2の合成と呼ぶことにします。

合同変換の集まりを考える

図より，合成𝑟2 ∙ 𝑠1は合同変換𝑠2に一致す

ることがわかります。このことを，等式を使っ

て𝑟2 ∙ 𝑠1 = 𝑠2と表します。
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「群」は対称性を記述する道具である

一般に, 演算が1つ定められている集合𝐺

が上の(G0) ～(G3) の性質を全て満たすと
き，𝐺は群である，といいます。上に書いた
𝐷3は群の一例ですが，群はこれ以外にも
たくさんあります。群は様々な対称性を記
述する道具であり，群の構造に関する研
究を行っています。
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